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 要 旨   
目的：扁桃体中心核（CeA）は、アルコール使用障害や他の情動障害で重要な役割を果たしてい

る。しかし、エタノール消費や探索行動に関与している CeA 神経細胞の種類や投射は良く分かっ

ていない。ニューロテンシン（NTS）は脳で広く発現していて、NTS 情報伝達は報酬や不安過程で

重要であることが示唆されている。一方、CeA の NTS 神経細胞（NTSCeA）のエタノール消費への影

響は不明で、また、NTSCeA細胞は、摂食行動や液体の消費、条件付け味覚嫌悪、警戒などで重

要な脳領域である結合腕傍核（PBN）へ投射し、CeA から PBN への投射が飲酒の促進に関与して

いる可能性が示唆されている。これらのことから、本研究は、CeA と PBN の間の神経回路の関係

と、エタノール消費や欲求行動での NTSCeA神経細胞亜種の役割について検討を加えた。 
 
方法：実験には以下の遺伝子を導入したマウスを使用した：NTS-IRES-Cre、taCasp3-TEVp［細胞

除去］、ChR2-eYFP［光遺伝学刺激］、DIO-iC++-eYFP［終末神経細胞抑制］。マウスから脳切片を

調製し、CeA の転写産物の発現は蛍光 in situ ハイブリダイゼーション法で、CeA タンパク質は免疫

組織化学法で、神経細胞の活性はホールセルパッチクランプ法で測定した。マウスのアルコール

消費は、24 時間接近 2 ボトル選択法と間欠的接近摂取法で測定した。マウスの行動は、即時型場

所嗜好性試験、オープンフィールド試験、明暗箱試験、高架十字迷路試験、ガラス玉覆い隠し試

験、新奇環境接触抑制試験で評価した。 
 
結果：雄性マウスの CeA の NTS 神経細胞は、エタノール消費（in vivo）で活性化され、一方、エタ

ノール非依存マウスで、これらの神経細胞の遺伝学手法による除去でエタノール消費と嗜好性が

低下した。この神経細胞除去で、ショ糖やサッカリン、キニンへの嗜好性に影響はなかった。また、

神経細胞除去で不安様行動には変化なかった。CeA NTS の最も顕著な投射は PBN であることが

確認された。CeA NTS から PBN への投射の光遺伝学的刺激で、強化作用やエタノール飲酒とシ

ョ糖やサッカリンの消費が増加した。 
 
結論：本研究の結果は、CeA NTS 神経細胞から PBN への投射は、報酬関連表現型の発現に影

響を与え、エタノールと甘味液体の消費を促進する新たな神経回路であることを示唆している。 
 


